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フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
（
献
身
的
な
愛
）
に
魅

了
さ
れ
て

写
真
・
文
＝
平
早
勉

　

混
沌
と
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
街
を
歩
く
の
が
楽
し
い
。

陽
気
で
元
気
な
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
子
ら
に
会
う
と
、
僕
は
と
っ

て
も
幸
せ
に
な
る
。

　

昨
年
暮
れ
に
久
し
ぶ
り
に

マ
ニ
ラ
を
訪
れ
た
。
こ
れ
ま

で
海
外
80
カ
国
／
地
域
を
歩

い
て
き
た
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

は
別
格
。
20
回
近
く
は
足
を

踏
み
入
れ
て
い
る
。
何
故
、

僕
は
こ
れ
ほ
ど
こ
の
4

4

国
に
ハ

マ
る
の
か
？
（
次
頁
に
続
く
）

1
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うになされてきたのか
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＠
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本
「
小
学
生
に
英
語
を
教
え
る
と
は
？

ア
ジ
ア
と
日
本
の
教
育
現
場
か
ら
」

村
田
広
幸

バ
タ
ー
ワ
ー
ス
駅

亜
洲
奈
み
づ
ほ

映
画
『
花
は
ど
こ
へ
い
っ
た
』

『
黒
い
家
』

中
川
昌
俊

南
北
朝
鮮 

緊
張
関
係
高
ま
る
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黒川妙子

か
ら
だ
に
入
れ
た
刺
青
を

自
慢
す
る
若
者
。
無
職
の

二
人
は
ど
う
や
っ
て
暮
ら

す
！
？　
　
　
（
平
早
勉
撮
影
）
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フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

（
献
身
的
な
愛
）
に
魅
了
さ
れ
て
│

平
早
勉
の

 
フ
ィ
リ
ピ
ン
写
真
館

　

一
番
最
初
に
訪
問
し
た
の
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
の

70
年
代
。
ホ
テ
ル
で
働
く
も
の
す
ご
い
美
人
に
恋
を
し

て
、
乗
馬
デ
ー
ト
し
た
り
、
母
親
手
作
り
の
家
庭
料
理

を
振
る
舞
わ
れ
た
り
し
た
。
祖
父
が
ス
ペ
イ
ン
人
パ
イ

ロ
ッ
ト
。
メ
ス
テ
ィ
ー
ソ
（
混
血
）
美
女
な
の
で
彼
女

は
モ
テ
モ
テ
だ
っ
た
。

　

85
年
に
後
の
大
統
領
に
な
る
コ
リ
ー
・
ア
キ
ノ
と
娘

の
ク
リ
ス
・
ア
キ
ノ
を
そ
れ
ぞ
れ
日
本
の
雑
誌
や
新
聞

に
紹
介
し
、
86
年
に
は
「
２
月
革
命
」。
マ
ル
コ
ス
、
イ

メ
ル
ダ
が
脱
出
し
た
直
後
の
マ
ラ
カ
ニ
ア
ン
宮
殿
に
、

世
界
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
一
番
乗
り
を
果
た
し
た
。ス
ク
ー

プ
写
真
は
20
数
誌
／
紙
、
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
た
。

　

以
来
、
ア
キ
ノ
、
ラ
モ
ス
、
エ
ス
ト
ラ
ー
ダ
と
歴
代

大
統
領
を
取
材
し
た
り
、ア
ロ
ヨ
現
大
統
領
以
降
も
〝
定

点
観
測
中
〞
で
あ
る
。

巨大スーパーマーケット
「SM」に買物に来た女子
大生。

小学校で元気に学ぶ子どもた
ち。授業を中断して、カメラ
に熱視線！



PHOTO SALON

AsiaWave 163
3

　

今
回
の
取
材
旅
行
で
一
番
強
く
感
じ
た
の
が
、
貧
富
の
格
差
が

拡
大
し
て
い
る
こ
と
。
05
年
統
計
で
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
１
３
０
０
ド
ル
。

富
の
配
分
が
決
し
て
国
民
総
体
に
行
き
届
い
て
い
な
い
こ
と
を
実

感
さ
せ
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
マ
ニ
ラ
北
部
の
ア
ン
ヘ
ラ
ス
市
。
キ
ャ
ン
プ
ク
ラ
ー

ク
米
軍
基
地
跡
地
に
出
現
し
た
の
は
、
巨
大
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
「
Ｓ
Ｍ
」。
高
級
ブ
ラ
ン
ド
品
や
子
ど
も
向
け
の
ミ
ニ
遊
園
地
、

レ
ス
ト
ラ
ン
が
立
ち
並
ぶ
。
い
か
に
も
裕
福
そ
う
な
フ
ァ
ミ
リ
ー

が
主
な
客
層
で
あ
る
。
Ｓ
Ｍ
外
に
あ
る
昔
な
が
ら
の
食
堂
で
、
お

か
ず
２
品
と
ラ
イ
ス
を
頼
み
70
ペ
ソ
（
約
１
８
０
円
）
の
遅
め

の
昼
食
に
舌
づ
つ
み
を
打
っ
て
い
た
ら
、
同
席
し
た
Ｓ
Ｍ
内
の
ブ

テ
ィ
ッ
ク
店
員
４
人
組
が
50
ペ
ソ
の
ラ
ン
チ
。「
何
で
、
Ｓ
Ｍ
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
べ
な
い
の
？
」
と
聞
く
と
、「
貴
男
は
何
で
Ｓ

クラブで豪遊。ドリンクを
飲むとチップ収入になるの
で女の子もハッピー。

バーやクラブ前では白人観
光客と冗談を言い合い店に誘
う。

夜の街で花束を売り歩く女の
子と母親。子どもの方がよく
売れる。（23時撮影）

デパートの携帯電話売場は10
店舗以上。若者を虜にする。
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Ｍ
で
食
べ
な
か
っ
た
の
！
？
」
と
切
り
返
さ
れ
た
。
店
内
は
高
過
ぎ
て
、

彼
女
ら
も
利
用
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

夜
の
バ
ー
や
ク
ラ
ブ
で
働
く
女
の
子
た
ち
の
口
ぐ
せ
は
「
腹
へ
っ
た
。

何
か
食
べ
物
を
持
っ
て
い
な
い
？
」
だ
。
あ
る
晩
、
一
羽
の
ロ
ー
ス

ト
チ
キ
ン
を
買
っ
て
親
し
く
な
っ
た
バ
ー
の
マ
マ
に
差
し
入
れ
す
る
と

７
、８
人
の
女
の
子
が
寄
っ
て
き
て
、
み
ん
な
で
ほ
お
ば
る
。〝
分
か
ち

合
い
〞
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
伝
統
の
〝
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
〞
で
あ
る
。

　

マ
ニ
ラ
の
デ
パ
ー
ト
の
シ
ョ
ウ
ウ
イ
ン
ド
ウ
に
は
携
帯
電
話
や
ア
イ

ポ
ッ
ド
が
陳
列
さ
れ
て
い
る
。
携
帯
は
今
や
若
者
の
人
気
商
品
で
、
一

種
の
ス
テ
ー
タ
ス
代
わ
り
。
し
か
し
通
話
料
金
未
払
い
を
恐
れ
て
か
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
方
式
で
あ
る
。
ア
イ
ポ
ッ
ド
は

ソ
ニ
ー
と
か
日
本
の
メ
ー
カ
ー
名
入
り
。
若
い
女
性
店
員
は
「
中
国
製

の
偽
物
よ
」
と
。
イ
ヤ
ホ
ー
ン
を
耳
に
は
さ
ん
で
み
る
と
、
結
構
、
音

質
は
良
い
。
携
帯
、
ア
イ
ポ
ッ
ド
と
も
価
格
は
２
０
０
０
ペ
ソ
ほ
ど
。

約
５
０
０
０
円
は
、
売
場
の
店
員
の
給
料
１
ヶ
月
分
に
相
当
す
る
。

　

商
業
地
の
裏
路
地
に
足
を
踏
み
込
む
と
、
裸
足
の
子
ら
が
「
金
を
く

れ
ー
」
と
次
々
と
手
を
出
す
。
何
家
族
も
肩
を
寄
せ
合
っ
て
生
き
て
い

る
路
上
生
活
者
の
溜
ま
り
場
で
あ
っ
た
。
生
後
２
ヶ
月
の
孫
娘
を
優
し

く
抱
く
50
代
の
お
ば
さ
ん
は
、「
こ
こ
が
私
た
ち
の
宿
よ
」
と
路
地
す

み
に
敷
か
れ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
紙
を
指
さ
す
。
大
き
な
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の

陰
で
恥
ず
か
し
そ
う
に
着
替
え
す
る
20
歳
前
後
の
女
性
も
い
る
。

　

撮
っ
た
写
真
を
届
け
に
３
回
ほ
ど
訪
れ
る
と
、
最
初
は
僕
の
ポ
ケ
ッ

ト
か
ら
小
銭
や
小
物
を
く
す
ね
よ
う
と
狙
っ
て
い
た
子
ど
も
ら
も
、
人

な
つ
っ
こ
い
笑
顔
。
小
銭
を
せ
び
ら
な
く
な
っ
た
。
ス
ト
リ
ー
ト
・
チ

ル
ド
レ
ン
生
活
も
大
変
な
の
に
。
６
年
間
の
義
務
教
育
も
行
け
ず
、
た

だ
そ
の
日
暮
ら
し
に
追
わ
れ
て
い
る
の
に
、
ど
こ
か
陽
気
。

　

若
い
お
ば
あ
さ
ん
は
「
街
角
で
小
銭
を
も
ら
う
毎
日
だ
け
ど
、
食
べ

物
が
足
り
な
い
時
は
近
所
の
食
堂
で
余
り
物
を
も
ら
っ
て
く
る
の
よ
」

と
。
こ
こ
に
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
。
僕
も
そ
の
優
し

さ
に
触
れ
に
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
地
に
ハ
マ
リ
続
け
る
に
違
い
な
い
。

裏路地で寝起きするファミ
リー。生まれてきた赤ん坊は
神様の贈りもの。

マニラの食堂で働くカップ
ル。「故郷のミンダナオに帰り
たい」と。幸あれ！！
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インド・ネパール・アフガニスタン・バリなどなどから
はるばるやってきた衣料品・織物・アクセサリー・
楽器・ＣＤ・ＤＶＤ、、、、が皆様をお待ちしております

http://www.harubaruya.com/
180-0004 武蔵野市吉祥寺本町 1-8-3 コスモビル２階

Phone & Fax. 0422-21-4790
渋谷アムリタ　Phone & Fax. 03-3461-6563
吉祥寺別館   Phone & Fax 0422-22-2433

インド・バリからオリジナル春物衣料品
タイの衣料品　雑貨続々到着中です

★　４月末から軽井沢店オープンします　★
連休後、7月までは土、日だけ営業します

☆　インド製レトルトカレー好評発売中　☆

4-29　ベリーダンスイベントに参加します。
詳しくは、こちらへ　

http://gourmet.gyao.jp/0004001007/

ネットでのお買物もお楽しみください！

☆はるばる屋通信☆

昨年 11 月末にたった一
日の「革命」さわぎ。舞
台になったその２日後の
ペニンシュラホテル。

中東や日本への仕事を紹介する派遣会社前
で、真剣に掲示板を見つめている。

平早 勉（ひらはや・つとむ）
１９４８年千葉市生まれ。中央大学卒。サラリー
マン生活を経て 30 歳の春以降、ヨーロッパ、ア
フリカ、北南米、中東、アジアをめぐる４年半
の海外放浪。帰国後週刊読売の契約カメラマンの
のちフリーになる。ライフワークは子供の目線で
撮る「世界の子供たち」現在渡航国は 80 ケ国を
数える。日本＝トルコ友好発祥の地、和歌山県串
本町より「串本大使」を任命される。２００８年
４月には、写真集『７歳のプレリュード』（仮題）
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Ａ．ラマチャンドランの美術の創造はどのようになされてきたのか
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★特集★

Ａ
．ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
の
美
術
の
創
造
は
ど
の
よ
う
に

な
さ
れ
て
き
た
の
か

そ
の
足
跡
と
背
景
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
主
催
の
講
演
会
（
２
０
０
７
年
11
月
１
日
）
か
ら

昨
年
の
11
月
、
現
代
イ
ン
ド
を
代
表
す
る
画
家
・
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
氏
が
、
新
し

く
絵
本
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
を
記
念
し
て
来
日
し
た
。
そ
の
際
に
行
わ
れ
た
講
演
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
、
ア
ジ
ア
ウ
ェ
ー
ブ
誌
上
で
再
現
し
、
こ
の
大
画

家
の
画
業
の
真
価
を
確
認
す
る
。

　

１
９
６
０
年
代
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
、

日
本
と
非
常
に
深
い
か
か
わ
り
を
も
つ
イ
ン
ド

現
代
画
壇
の
巨
匠
が
い
る
。
こ
の
画
家
は
、
比

類
の
な
い
豊
か
さ
と
美
し
さ
を
も
ち
、
長
い
年

月
の
間
に
そ
の
新
鮮
さ
を
失
わ
な
い
数
々
の
絵

本
を
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
描
き
続
け
て
き

た
。
代
表
的
な
絵
本
作
品
は
、
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
「
お
ひ
さ
ま
を
ほ
し
が
っ
た
ハ
ヌ
マ
ン
」、

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ふ
え
」、「
ま
る
の
う
た
」、「
ジ

ブ
ヤ
と
ひ
と
く
い
ド
ラ
」
な
ど
で
、
近
刊
に

は
「
黄
金
の
ま
ち
」、「
大
亀
ガ
ウ
デ
ィ
の
海
」、

「
１
０
に
ん
の
き
こ
り
」
な
ど
が
あ
る
。
そ
の

画
家
、
A. 
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
が
、
約
12
年
ぶ

り
に
２
０
０
７
年
10
月
25
日
か
ら
11
月
12
日
ま

で
、
国
際
識
字
文
化
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
）

の
招
き
に
よ
り
、
国
際
交
流
基
金
の
協
力
で
来

日
し
た
。

　

今
回
は
、「
１
０
に
ん
の
き
こ
り
」（
平
成
20

年
度
児
童
福
祉
文
化
賞
特
別
推
薦
作
品
・
講
談

社
刊
）
の
出
版
に
あ
わ
せ
て
の
来
日
で
あ
っ
た

が
、「
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
の
世
界
」
と
題
し

た
絵
本
原
画
展
に
お
い
て
、近
刊
の
絵
本「
１
０

に
ん
の
き
こ
り
」、「
大
亀
ガ
ウ
デ
ィ
の
海
」、「
黄

金
の
ま
ち
」
の
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
ス
タ
イ

ル
の
三
作
品
（
作
品
の
あ
ら
す
じ
を
文
末
に
紹

介
）
の
原
画
が
、
東
京
の
表
参
道
に
あ
る
国
連

大
学
の
１
Ｆ
に
あ
る
地
球
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
プ
ラ
ザ
で
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
11
月
１
日

に
は
中
目
黒
Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
に
て
、
講
演

会
（
松
居
直
と
の
対
談
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
を
含
む
）

が
行
わ
れ
た
。
上
映
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、「
蓮

池―

ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
の
世
界
（LO

T
U
S 

PO
N
D
---T
he W

orld of Ram
achandran, 

Bikram
 Singh

監
督
作
品
」
と
題
し
た
作
品

で
、
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
の
画
家
と
し
て
の
足

取
り
を
、
細
か
く
追
っ
た
初
め
て
の
映
像
作
品

で
、
解
説
は
す
べ
て
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
自
身

の
著
作
物
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
集
め
ら
れ
、

再
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

現
代
イ
ン
ド
画
壇
の
最
も
重
要
な
画
家
の
一

人
と
し
て
絶
大
な
評
価
を
う
け
て
い
る
Ａ
．
ラ

マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
は
、
１
９
３
５
年
南
イ
ン
ド

の
ケ
ラ
ラ
州
に
生
ま
れ
、
ケ
ラ
ラ
大
学
で
文
学

の
修
士
号
を
え
た
後
、
イ
ン
ド
東
部
の
タ
ゴ
ー

ル
国
際
大
学
（
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
）
で
、

近
代
イ
ン
ド
絵
画
の
先
駆
者
の
ナ
ン
ダ
ラ
ー

ル
・
ボ
ー
ス
や
ラ
ム
キ
ン
カ
ー
ル
・
ベ
ジ
な
ど

の
も
と
で
美
術
を
学
ん
だ
。
日
本
画
家
の
秋
野

不
矩
と
の
親
交
は
、
そ
の
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ

ン
時
代
に
始
ま
り
、
秋
野
不
矩
が
こ
の
世
を
去

黒
川
妙
子

Ａ．ラマチャンドラン
1935 年南インド・ケララ州に生まれ。
タゴール国際大学で本格的に美術活動
をはじめ、ケララの寺院壁画の調査研究
を実施。長年にわたり深い哲学、自然観
察、社会的認識にもとづいた意欲的な油
絵大作を次々に発表。一方、自身はヒン
ドゥ教徒でありながら、イスラム教系大
学の美術学部設置に精力を注いだ。1980
年頃からインドの伝統的な視覚表現を
強く意識した独特な世界を構築し、常
に注目される現代インド画壇の重鎮。日
本では絵本作家として数々の名作で親
しまれている。2005 年インドの文化勲
章を受章。現在ニューデリー市在住。　
http://www.artoframachandran.com/

ミナマー 1994

右・ラマチャンドラン、左・黒川妙子

国
際
識
字
文
化
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

イ
ン
ド
文
化
研
究
者
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る
ま
で
約
40
年
に
わ
た
り
続
い
た
。
ラ
マ
チ
ャ

ン
ド
ラ
ン
の
創
作
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
半
は
、
絵

画
（
油
絵
と
水
彩
）
や
彫
刻
に
さ
か
れ
て
い
る

が
、日
本
と
の
関
係
が
深
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
で
は
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
の
絵
画
や
彫
刻

作
品
は
、
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
紹
介
さ
れ
て
き

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

こ
の
た
め
今
回
初
め
て
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
「
蓮
池
」

が
日
本
で
上
映
さ
れ
、
絵
本
と
は
ま
っ
た
く
様

相
の
異
な
る
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
の
表
現
世
界

が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
こ
で
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
解
説
の

内
容
の
一
部
を
紹
介
し
な
が
ら
、
ラ
マ
チ
ャ
ン

ド
ラ
ン
の
思
索
や
創
造
活
動
の
源
泉
や
背
景
の

一
端
を
み
て
い
き
た
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
の
絵
画
は
、
１
９
８
４

年
に
発
表
さ
れ
た
代
表
作
の
ひ
と
つ
「
ヤ
ヤ
テ

ィ(Y
ayati)

」（
イ
ン
ド
神
話
で
王
国
と
ひ
き

か
え
に
、
不
老
不
死
の
息
子
の
若
さ
を
え
た
王

の
話
）
ご
ろ
か
ら
、
ま
っ
た
く
内
容
と
作
風
が

か
わ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
社
会
状
況
や
問
題

を
痛
烈
に
批
判
し
、
表
現
形
式
も
い
わ
ゆ
る
典

型
的
な
現
代
美
術
の
作
品
が
大
半
を
し
め
て
い

た
が
、「
ヤ
ヤ
テ
ィ
」
以
降
は
、
神
話
を
伏
線

に
し
な
が
ら
、
様
々
な
象
徴
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ

を
用
い
て
、
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
に
よ
る
新
し

い
現
代
的
な
神
話
を
再
び
語
り
な
お
す
と
い
っ

た
内
容
の
作
品
を
う
み
だ
し
て
い
く
よ
う
に
な

っ
た
。
自
然
と
人
間
（
多
く
が
女
性
）
が
見
事

に
描
か
れ
、
そ
の
濃
密
で
美
し
く
、
官
能
的
と

も
い
え
る
命
の
賛
歌
を
、
巨
大
な
キ
ャ
ン
バ
ス

の
上
に
展
開
し
て
い
る
。
何
十
に
も
絵
の
具
を

塗
り
重
ね
な
が
ら
、
は
じ
め
て
得
る
こ
と
が
で

き
る
絶
妙
な
色
調
が
、
見
る
も
の
を
魅
了
し
て

離
さ
な
い
。
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
が
な
ぜ
批
判

さ
れ
な
が
ら
も
、
こ
の
よ
う
に
現
代
の
イ
ン
ド

神
話
の
語
り
手
の
よ
う
に
作
品
を
作
り
続
け
る

の
か
、
自
身
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
蓮
池
」
の
中
で
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

「
私
は
も
は
や
芸
術
が
、
貧
困
を
除
去
し
た

り
、
戦
争
を
回
避
さ
せ
る
な
ど
と
い
っ
た
世

界
を
か
え
ら
れ
る
力
を
も
つ
と
は
信
じ
て
い
な

い
。
万
一
そ
の
よ
う
な
力
が
美
術
に
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
ピ
カ
ソ
の
ゲ
ル
ニ
カ
が
そ
れ
以
降

の
あ
ら
ゆ
る
戦
争
を
や
め
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ

で
も
ゲ
ル
ニ
カ
は
偉
大
な
芸
術
作
品
で
あ
る
の

は
、
こ
の
作
品
が
こ
れ
ま
で
と
は
一
線
を
画
し

て
、
美
術
に
お
け
る
革
命
を
お
こ
し
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
し
て
私
に
と
っ
て
芸
術
と
は
、
人
々

に
静
か
で
澄
ん
だ
心
を
獲
得
さ
せ
る
こ
と
に
あ

る
。
人
は
音
楽
を
聴
い
た
り
、本
を
読
ん
だ
り
、

美
術
を
鑑
賞
す
る
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
中

で
小
さ
な
美
し
い
世
界
を
つ
く
り
あ
げ
る
。
私

は
そ
う
し
た
心
を
も
た
ら
す
絵
を
描
き
た
い

の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
同
時
代
を
生
き
る

人
々
に
だ
け
で
は
な
く
、
未
来
に
や
っ
て
く
る

人
々
に
も
深
い
喜
び
を
、
そ
の
一
人
一
人
の
心

の
中
に
喚
起
で
き
る
よ
う
な
作
品
を
う
み
だ
し

た
い
」、
と
述
べ
て
い
る
。

　

現
代
社
会
批
判
を
も
、
直
接
的
な
形
を
と
る

の
で
は
な
く
、
象
徴
的
に
神
話
的
世
界
で
深
く

刻
ま
れ
る
作
品
を
作
り
だ
す
以
前
の
ラ
マ
チ
ャ

ン
ド
ラ
ン
の
、
美
術
活
動
初
期
の
作
品
は
、
テ

ー
マ
こ
そ
人
間
の
本
質
を
鋭
く
え
ぐ
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
表
現
方
法
は
あ
る
意
味
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
培
わ
れ
た
枠
組
み
の
延
長
線
上
に
あ

っ
た
と
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
は
語
る
。

　
「
こ
の
た
め
、
以
前
の
私
の
作
品
は
容
易
に

周
囲
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
だ
。
し
か
し
私

が
自
ら
の
伝
統
を
意
識
し
、
こ
の
イ
ン
ド
の
地

の
先
人
た
ち
が
残
し
た
美
術
表
現
の
枠
組
み
に

学
び
こ
れ
に
連
な
り
な
が
ら
自
分
の
表
現
を
追

い
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
の
作
品
は
周
囲

の
反
発
を
受
け
、単
な
る
伝
統
回
帰
者
と
し
て
、

批
評
家
に
は
酷
評
さ
れ
た
。
し
か
し
な
ぜ
自
分

自
身
の
伝
統
に
対
す
る
理
解
な
し
に
、
ど
の
よ

う
な
美
術
運
動
も
概
念
も
、
自
ら
と
の
意
味
あ

る
関
連
を
み
い
だ
せ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
一
貫

し
て
作
品
を
つ
く
り
だ
し
て
き
た
。
そ
し
て
実

は
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン

で
の
美
術
教
育
が
ま
さ
に
説
い

て
き
た
こ
と
で
も
あ
る
こ
と
を

ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
は
語
っ
て

い
る
。

　
「
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
で

は
、
教
室
の
中
で
教
え
る
の
で

は
な
く
、
外
の
自
然
が
私
た
ち

の
先
生
だ
っ
た
。
近
く
の
村
に

で
か
け
、
人
々
や
風
景
を
ス
ケ

ッ
チ
す
る
こ
と
を
さ
か
ん
に
や

ヤヤティシリーズ（部分）1986

シャンティニケタンの風景（素描）1962

andhi1983
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ら
せ
た
。
こ
の
現
実
の
生
活
を
ス
ケ
ッ
チ
し
、

自
ら
の
想
像
力
と
あ
わ
せ
て
作
品
を
作
り
あ
げ

て
い
く
と
い
う
習
慣
は
、
そ
の
後
も
ず
っ
と
私

の
習
慣
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
で
は
、
ナ
ン
ダ
ラ

ル
・
ボ
ー
ス
の
考
え
が
学
校
全
体
の
方
向
性
を

ひ
っ
ぱ
っ
て
い
た
が
、
彼
は
伝
統
的
な
表
現
世

界
や
特
に
そ
の
中
で
も
民
俗
絵
画
に
、
現
代
画

家
が
つ
な
が
り
を
見
い
だ
す
こ
と
の
重
要
性
を

訴
え
た
、
イ
ン
ド
で
最
初
の
画
家
の
一
人
で
あ

っ
た
。
彼
は
完
成
さ
れ
た
高
度
な
美
術
と
民
俗

美
術
と
を
分
け
隔
て
て
考
え
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
こ
の
彼
の
偉
大
さ
を
理
解
す
る
の
に
、
私

も
何
年
も
か
か
っ
た
が
、
今
日
に
至
っ
て
よ
う

や
く
、
彼
の
美
術
哲
学
や
美
術
教
育
に
関
す
る

貢
献
は
、
他
の
ど
ん
な
イ
ン
ド
の
画
家
も
こ
れ

を
し
の
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
ほ
ど
、
傑
出
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
私
の
師
匠
で
あ
る
ラ
ム

キ
ン
カ
ー
ル
・
ベ
ジ
で
さ
え
も
、
自
分
の
作
品

は
す
べ
て
ナ
ン
ダ
ラ
ル
・
ボ
ー
ス
の
考
え
た
事

の
延
長
線
上
に
あ
る
と
言
っ
て
い
た
し
、
私
は

こ
の
ラ
ム
キ
ン
カ
ー
ル
の
弟
子
な
の
で
あ
る
。」

　

師
匠
の
ラ
ム
キ
ン
カ
ー
ル
、
そ
し
て
ヴ
ィ
ノ

ド
・
ビ
ハ
リ
・
ム
カ
ジ
ー
に
つ
い
て
、
ラ
マ
チ

ャ
ン
ド
ラ
ン
は
続
け
る
。

　
「
ラ
ム
キ
ン
カ
ー
ル
は
私
に
何
か
を
話
し
て

教
え
る
わ
け
で
は
な
く
、
私
は
師
の
す
る
仕
事

の
す
べ
て
を
見
、
あ
ら
ゆ
る
瞬
間
に
私
は
学
ん

で
い
た
。
そ
れ
は
彼
が
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
い
る

と
き
に
も
、
粘
土
を
こ
ね
て
い
る
と
き
も
、
彫

刻
を
つ
く
っ
て
い
る
と
き
も
、
油
絵
を
描
い
て

い
る
と
き
に
も
、
ま
た
彼
が
歌
っ
た
り
話
を
し

て
い
る
と
き
に
も
、
そ
し
て
師
が
演
出
す
る
演

劇
で
、
私
が
役
を
演
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
と
き
に
も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
が
学
び
の
時
で

あ
り
、
学
ぶ
こ
と
が
な
い
と
い
う
瞬
間
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
師
匠
と
の
関
係

を
私
は
と
て
も
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て

今
日
で
も
何
か
仕
事
上
の
問

題
に
直
面
し
た
時
に
は
、
師

を
思
い
出
し
彼
の
考
え
を

思
い
か
え
し
て
み
る
の
で
あ

る
。

　

ラ
ム
キ
ン
カ
ー
ル
が
教
え

て
く
れ
た
こ
と
は
、
技
術
を

こ
え
た
も
の
を
見
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
美
術
の

き
ま
り
ご
と
や
美
術
学
校
で

教
え
て
く
れ
る
よ
う
な
も
の

を
こ
え
て
、
自
分
自
身
の
哲

学
を
作
れ
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
哲
学

に
は
枠
組
み
が
あ
り
、
ラ
ム
キ
ン
カ
ー
ル
が
そ

の
枠
組
み
を
与
え
て
く
れ
、
そ
の
枠
組
み
を
も

っ
て
私
は
活
動
し
て
き
た
。

　

も
う
一
人
の
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
の
師
匠

に
、
美
術
史
を
教
え
て
く
れ
た
ヴ
ィ
ノ
ド
・
ビ

ハ
リ
・
ム
カ
ジ
ー
が
い
る
。
ヴ
ィ
ノ
ド
・
ビ
ハ

リ
・
ム
カ
ジ
ー
は
、
私
に
壁
画
に
つ
い
て
教
え

て
く
れ
、
平
ら
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
描
く
の
と
は

異
な
る
、
壁
画
の
建
築
的
な
要
素
に
つ
い
て
目

を
ひ
ら
か
せ
て
く
れ
た
。
実
は
私
は
子
ど
も
時

代
に
故
郷
の
ケ
ラ
ラ
で
、
母
親
に
く
っ
つ
い
て

ヒ
ン
ド
ゥ
寺
院
に
よ
く
で
か
け
て
い
っ
た
。
ゴ

ピ
ナ
ー
ト
寺
院
の
外
壁
は
、
１
６
世
紀
に
描
か

れ
た
儀
礼
の
た
め
の
壁
画
で
う
め
つ
く
さ
れ
て

い
た
。
残
念
な
こ
と
に
大
半
が
消
滅
し
、
今
は

わ
ず
か
な
壁
画
が
残
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

私
は
こ
う
し
た
壁
画
の
価
値
や
意
義
を
子
ど

も
時
代
に
は
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

が
、
後
に
な
っ
て
有
名
な
ア
ジ
ャ
ン
タ
や
バ
ー

グ
の
壁
画
の
模
写
を
見
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の

と
き
に
は
じ
め
て
千
年
も
の
間
続
い
て
き
た
独

自
の
表
現
伝
統
が
、
自
分
の
故
郷
に
は
あ
っ
た

こ
と
に
気
が
つ
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
も
自
分
の
伝
統
と
の
つ
な
が
り
を
重
要
視
さ

せ
る
大
き
な
契
機
に
な
り
、
よ
り
広
く
大
き
な

視
覚
的
な
表
現
世
界
の
中
の
一
部
と
し
て
、
美

術
が
あ
る
こ
と
を
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。」

　

こ
う
し
た
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
の
発
言
に
よ

り
、
現
在
の
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
の
、
伝
統
に

の
っ
と
り
そ
の
上
で
独
自
の
世
界
を
う
み
だ
す

と
い
っ
た
作
品
創
造
の
姿
勢
は
、
途
中
か
ら
変

化
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
当
初
か
ら
一
貫
し
て

シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
時
代
に
強
烈
に
育
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
を
卒
業
し
て
、
次
第

に
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
は
都
会
カ
ル
カ
ッ
タ
で

見
る
人
間
の
悲
惨
さ
や
貧
困
そ
し
て
残
酷
さ
と

い
っ
た
現
実
に
心
を
か
き
み
だ
さ
れ
、
深
い
闇

に
お
ち
い
っ
た
時
に
、
自
分
自
身
や
自
分
自
身

の
考
え
を
み
い
だ
さ
せ
て
く
れ
た
の
は
、
画
家

で
は
な
く
作
家
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
だ
っ

た
。
そ
れ
以
来
彼
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
信

奉
者
で
あ
り
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
思
想
に

ケララ州にある寺院の戦争壁画（16世紀）

核時代 1975

西瓜売り 1976
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大
き
く
影
響
さ
れ
た
作
品
を
つ
く
っ
た
。

　

も
う
一
つ
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
が
大

き
な
影
響
を
受
け
た
と
語
っ
て
い
る
の

は
、
１
９
２
０
・
１
９
３
０
年
代
の
メ
キ
シ
コ

の
壁
画
運
動
で
あ
る
。
一
般
民
衆
の
力
、
そ
し

て
世
界
を
か
え
よ
う
と
そ
れ
を
つ
ら
ぬ
く
気
概

に
大
き
く
心
を
揺
り
動
か
さ
れ
、
そ
れ
を
作
品

の
中
に
反
映
さ
せ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
そ
の
後
イ
ン
ド
の
首
都
デ
リ
ー
に
移

り
住
ん
だ
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
は
、
そ
の
時
代

の
様
々
な
政
治
的
事
件
に
鋭
く
反
応
し
作
品

を
作
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド

に
行
き
ナ
チ
ス
の
強
制
収
容
所
を
見
た
衝
撃
か

ら
、「
解
剖
授
業
」
と
題
し
た
作
品
を
描
い
て

い
る
。
し
か
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
起
こ
っ
た
人
間

の
歴
史
が
、
自
分
の
目
の
前
で
再
び
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
独
立
闘
争
の
中
で
行
わ
れ
た
虐
殺

と
し
て
繰
り
返
さ
れ
た
の
を
み
て
、
ラ
マ
チ
ャ

ン
ド
ラ
ン
の
中
の
、
人
間
の
残
忍
さ
や
狂
気
に

た
い
す
る
強
い
嫌
悪
感
は
、
よ
り
強
い
一
般
化

さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て
限
り
な

い
殺
戮
と
暴
力
の
連
鎖
と
１
９
７
４
年
に
行
わ

れ
た
イ
ン
ド
の
核
実
験
を
契
機
に
、
彼
の
人
間

社
会
批
判
は
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
な
り
、「
核

時
代
」と
題
し
た
連
作
が
う
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　

核
実
験
が
行
わ
れ
た
の
は
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ー

ン
の
ポ
ク
ラ
ン
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、

核
実
験
が
行
わ
れ
た
数
年
前
か
ら
、
ラ
マ
チ
ャ

ン
ド
ラ
ン
は
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
の
部
族
民
の
村

に
、
定
期
的
に
ス
ケ
ッ
チ
に
で
か
け
、
絵
画
制

作
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
を
得
は
じ
め
て
い
た
矢

先
の
こ
と
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
た
め
イ
ン
ド

自
身
が
、
広
島
・
長
崎
の
原
爆
の
体
験
を
ま
っ

た
く
ふ
ま
え
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
美
の
世
界

を
探
求
す
る
ま
さ
に
そ
の
土
地
で
、
そ
れ
ら
を

一
瞬
に
消
し
去
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
ぬ
ぐ

い
よ
う
の
な
い
衝
撃
を
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
に

残
し
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

　

し
か
し
こ
の
こ
ろ
の
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン

は
、
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
に
伝
わ
る
細
密
画
に
傾

倒
し
は
じ
め
、
そ
の
作
品
を
つ
ぶ
さ
に
研
究
し

て
い
た
こ
ろ
だ
っ
た
た
め
に
、
社
会
批
判
で
あ

り
な
が
ら
も
そ
れ
を
細
密
画
が
得
意
と
す
る
、

豊
か
な
情
趣
世
界
を
描
く
よ
う
な
か
た
ち
で
、

こ
れ
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ロ
マ
ン
テ
ィ

ッ
ク
な
情
緒
表
現
と
凄
惨
な
人
間
世
界
の
描
写

と
の
組
み
合
わ
せ
を
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
は
行

い
、
新
し
い
表
現
形
式
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　

し
か
し
同
時
に
、
直
接
、
社
会
正
義
を
強
く

求
め
る
よ
う
な
作
品
を
、
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン

は
徐
々
に
作
ら
な
く
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
を
ラ

マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
は
、
自
分
自
身
が
ほ
ん
と
う

に
身
を
も
っ
て
、
暴
力
の
犠
牲
と
な
っ
た
わ
け

で
は
な
い
か
ら
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
ろ

か
ら
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
に
自
ら
を
い
や
し
、
自

然
に
か
こ
ま
れ
た
人
間
の
生
活
の
原
風
景
の
よ

う
な
世
界
を
見
い
だ
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
に
住
む
部
族
民
、

ビ
ー
ル
の
人
々
の
生
活
で
あ
っ
た
。
人
々
の
容

姿
は
大
地
に
根
ざ
し
た
も
の
で
、
そ
の
身
に
つ

け
て
い
る
衣
服
、
そ
し
て
自
然
の
リ
ズ
ム
と
歩

み
を
あ
わ
せ
る
生
活
、
植
物
な
ど
す
べ
て
が
、

ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
を
魅
了
し
て
い
き
、
そ
の

後
の
作
品
の
モ
デ
ル
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
つ
い
に
１
９
７
０
年
代
ご
ろ
か
ら
、

ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
の
作
品
の
大
転
換
点
と
も

い
え
る
作
品
「
ヤ
ヤ
テ
ィ
」
の
制
作
に
と
り
か

か
る
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン

は
ヤ
ヤ
テ
ィ
と
い
う
存
在
に
ひ
か
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
は
40
歳
代
に
な
っ

ユリの池 1992

ナガリンガの木 1995

メグマルハー 1996

ハスの池（油絵）
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て
い
た
が
、
目
の
片
方
の
視
力
に
問
題
が
生

じ
、
絵
を
こ
の
後
ど
の
ぐ
ら
い
描
い
て
い
け
る

の
か
不
安
に
な
っ
た
。
そ
し
て
以
前
に
読
ん
だ

ヤ
ヤ
テ
ィ
の
物
語
が
、
突
然
新
し
い
意
味
を
も

っ
て
き
た
と
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
は
述
べ
て
い

る
。
こ
の
イ
ン
ド
神
話
で
あ
る
ヤ
ヤ
テ
ィ
の
物

語
は
、
強
大
な
権
力
を
も
つ
ヤ
ヤ
テ
ィ
王
は
老

い
て
、
何
が
な
ん
で
も
若
さ
を
と
り
も
ど
し
た

い
と
願
い
、
息
子
フ
ル
に
王
国
を
す
べ
て
あ
げ

る
代
償
と
し
て
、
息
子
の
若
さ
を
も
ら
う
の
で

あ
る
。
ヤ
ヤ
テ
ィ
は
自
ら
が
失
っ
て
い
く
も
の

に
執
着
す
る
が
、
こ
の
ヤ
ヤ
テ
ィ
の
経
験
を
絵

に
表
現
し
て
み
た
く
な
っ
た
の
だ
と
い
う
の
で

あ
る
。

　

そ
し
て
で
き
た
作
品
が
「
ヤ
ヤ
テ
ィ
」
で
あ

る
が
、
こ
の
ヤ
ヤ
テ
ィ
は
大
き
な
キ
ャ
ン
バ
ス

約
12
枚
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
三
方
向
に
お

か
れ
て
、
で
き
た
空
間
の
中
央
に
は
赤
子
の
ク

リ
シ
ュ
ナ
神
の
彫
像
が
お
か
れ
て
い
る
。
ラ
マ

チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
は
こ
の
ヤ
ヤ
テ
ィ
で
、
快
楽
を

求
め
る
普
通
の
現
代
人
を
象
徴
す
る「
礼
拝
所
」

を
作
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
現
代
人
は
あ
ら
ゆ

る
時
と
場
所
で
、
快
適
さ
や
快
楽
を
求
め
続
け

て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
限
り
が
あ
り
、
そ
の
限

界
の
向
こ
う
に
は
無
の
世
界
が
ひ
ろ
が
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
は

ヤ
ヤ
テ
ィ
を
現
代
人
の
象
徴
と
し
て
表
現
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

ヤ
ヤ
テ
ィ
制
作
の
時
代
か
ら
、
ラ
マ
チ
ャ
ン

ド
ラ
ン
は
積
極
的
に
彫
像
づ
く
り
に
と
り
く
む

よ
う
に
な
る
。
も
と
も
と
彫
像
を
作
り
た
い
と

い
う
思
い
は
あ
っ
た
が
、
１
９
９
５
年
に
パ
プ

ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
行
っ
た
際
に
見
た
高
く
そ

び
え
る
ト
ー
テ
ム
を
み
て
、
そ
の
よ
う
に
縦
に

高
く
そ
び
え
る
よ
う
な
彫
像
を
作
ろ
う
と
い
う

考
え
が
ま
と
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
彫
像
の
代
表

作
品
が
、「
ト
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
」
と
題
し
た

複
数
の
ス
タ
イ
ル
化
さ
れ
た
彫
像
で
、
女
性
た

ち
が
円
を
つ
く
っ
て
、
そ
の
ま
わ
り
を
ま
わ
り

な
が
ら
お
ど
っ
て
い
る
。
祭
り
で
そ
の
女
性
た

ち
は
神
が
か
り
と
な
り
、
ト
ラ
ン
ス
状
態
に
い

る
が
、
そ
の
中
の
一
体
は
、
筆
を
手
に
も
ち
絵

を
か
く
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
自
身
で
あ
る
。

　

ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
の
像
は
そ
の
目
を
閉
じ

て
あ
り
、
後
ろ
の
肩
部
分
に
次
の
よ
う
な
言
葉

が
彫
ら
れ
て
い
る
。「
絵
を
描
く
と
き
に
は
、

私
の
頭
、
手
、
心
は
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
で
す
か
ら
あ
な
た
の
言
葉
で
私
の
邪
魔
し

な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
。
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン

が
絵
を
描
く
と
き
に
も
、
こ
の
よ
う
に
ト
ラ
ン

ス
状
態
で
あ
る
こ
と
を
、
彼
は
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド

ラ
ン
流
の
ユ
ー
モ
ア
で
語
っ
て
い
る
。

　

ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
の
表
現
の
特
色
の
ひ
と

つ
は
「
神
話
」
に
よ
っ
て
、
作
品
の
意
味
を
何

層
に
も
複
数
に
お
り
こ
め
る
こ
と
に
あ
る
。

　
「
神
話
は
、自
分
自
身
の
文
化
に
属
す
る
人
々

に
対
し
て
、
深
く
広
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
れ
る
手
段
」
と
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
が
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
人
々
が
自
分
自
身
の
中
に

形
作
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
、
神
話
の
助
け
に
よ
っ

て
容
易
に
備
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

黄金のまち
むかしむかし、サティヤダルシ（真実を求める人
の意）という若者が、各地をめぐるうち、美しい
カレカ姫に恋をした。姫を恋いこがれるあまり、
黄金のまちを見たと姫に告げ、黄金のまちは調和
に満ちた世界だと説明する。これを冷笑した姫は、
サティヤダルシを王国から追放してしまう。うち
ひしがれたサティヤダルシは、ほんとうに黄金の
まちを探そうと心に決めたが、どこまでいっても
どんな賢人にきいても、黄金のまちの所在はわか
らない。ついに黄金のまちを知っているという人
に会えたが、彼はなぜか黄金のまちからはすぐに
立ち去るようにとの謎の言葉を残す。到達した黄
金のまちで、サティヤダルシは死の床に横たわる
カレカ姫を発見する。黄金のまちとは、近代文明
がたどった悲劇であったという不思議な物語。
（ラマチャンドラン絵　チャミリ・ラマチャンド
ラン文　くろかわたえこ訳）

１０にんのきこり
１０にんのきこりが山へ木を切りにいった。山
には１０本の木があった。一番目のきこりが最
初の１本目を切り、そして二番目のきこりが２
本目の木を切り、そして三番目のきこりが３本
目の木を切っていく。きこりたちは「まだある！
まだある！」と言いながら木を切り続けるが、
切り倒された木々の向こうから、トラの尻尾が
次第に現れてくる。そして木がぜんぶ切り倒さ
れたときに・・そこから大きなトラが現れて、
きこりたちは全員食べられてしまう。そして、
山には、木は１本もなくなりきこりたちも、１
人もいなくなって、０( ゼロ ) になってしまう
という物語。（インドは、古代にゼロを発見し
た国として世界に知られている）　　（ラマチャ
ンドラン作画、田島伸二訳、講談社刊）

大亀ガウディの海
大都会の高層ビルの水族館で飼われていたガウ
ディと呼ばれる大海亀は、長い年月にわたって、
水族館での囚われの生活に嫌気がさしてきた。水
族館の中は水温は調節してあるし、食べ物も決
まった時間にはたくさん食べることもできた。し
かしガウディは、昔住んでいた自然の海に帰りた
いと思い始めてから、海の自然が恋しくて毎日、
泣いてばかりいた。それに同情した魚やカニた
ちは知恵を出し、病気になったふりをして、見事
に水族館から逃亡に成功するのだった。しかし、
３０年後の海の環境は全く変わっていた。南太平
洋では核実験も行われ、海水も腐り始めていた。
深刻な環境の中であらゆる生物が、生きる場所を
求めて大移動をしていた。大亀ガウディは、この
ような絶体絶命の海の環境の中で、いかに生きて
いくのか？アジアの国々では、１５言語に翻訳さ
れて多くの子どもたちに読まれている物語。（田
島伸二作、ラマチャンドラン絵）
「大亀ガウディの海」日本語版・英語版  ディンディ
ガル・ベル刊 (taeko-k@mse.biglobe.ne.jp)
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こ
う
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
共
通
基
盤

を
神
話
が
築
き
、
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
自
身
が

伝
え
た
い
イ
メ
ー
ジ
を
そ
の
上
に
の
せ
る
こ
と

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
り
容
易
に
な

る
と
述
べ
て
い
る
。

　

今
回
の
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
が
来
日
し
た
折

に
直
接
語
っ
た
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
絵
の

受
け
取
り
手
と
の
関
係
に
関
心
を
は
ら
い
、
い

か
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
効
果
的
に
な
り

た
つ
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
日
本
で
子
ど
も
の
た
め
の
絵
本
づ
く
り

を
多
く
て
が
け
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
語

っ
て
い
た
。「
現
代
の
神
話
の
語
り
手
」
と
し

て
の
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
が
描
く
世
界
は
、
イ

秋野不矩美術館にて、
2007 年 11月

京都にて、2007 年 11月
ラマチャンドランとチャミリ夫妻

ン
ド
の
伝
統
に
最
も
深
く
根
ざ
し
て
い
な
が

ら
、
し
か
し
そ
の
神
話
の
世
界
は
イ
ン
ド
文
化

に
属
す
る
人
の
み
な
ら
ず
、
よ
り
多
く
の
人
々

の
感
性
が
共
鳴
す
る
世
界
を
描
い
て
い
る
。
こ

こ
ま
で
優
れ
た
普
遍
的
な
レ
ベ
ル
に
到
達
し
た

ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
の
美
術
世
界
に
、
日
本
で

も
お
め
に
か
か
れ
る
日
が
く
る
こ
と
を
望
ん
で

い
る
。

36

　

第
11
回
中
国
人
民
大
会
が
成
功
に
幕
を
下
ろ
し
た
。
外
か
ら
見
る
と
以
前
と
変

わ
ら
ず
、
一
党
独
裁
に
よ
る
定
番
の
会
議
か
も
し
れ
な
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ

ー
ス
を
集
め
て
見
る
と
、
微
妙
に
変
化
し
た
こ
と
が
あ
る
と
わ
か
る
。

　

日
本
の
国
会
と
違
い
、
中
国
人
民
大
会
は
形
の
も
の
で
、
決
議
し
た
こ
と
は
す

べ
て
少
数
の
指
導
者
に
よ
り
、
事
前
に
決
め
ら
れ
た
も
の
。
異
議
を
申
し
た
て
る

こ
と
も
で
き
な
け
れ
ば
、
反
対
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
代
表
た
ち
も
そ
れ
を
心

得
て
、
議
決
し
た
事
項
に
異
議
を
唱
え
る
こ
と
が
な
く
、
い
つ
も
「
全
場
一
致
通

過
」
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、全
国
人
民
代
表
大
会
が
た
だ
の
「
ゴ

ム
は
ん
こ
」
だ
と
揶
揄
さ
れ
て
、
代
表
の
人
々
も
賛
成
し
か
言
え
な
い
機
械
だ
と

か
ら
か
わ
れ
た
。
し
か
し
、
２
０
０
８
年
の
３
月
の
今
回
は
違
う
。
な
ん
と
会
議

中
反
対
票
が
多
数
出
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
出
し
た
。

　

香
港
の
「
明
報
」
に
よ
る
と
、
中
国
の
新
し
い
国
務
院
指
導
部
の
選
挙
が
行
わ

れ
た
際
、
２
９
６
４
名
の
代
表
が
投
票
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
教
育
部
長
の
周
済

は
３
８
４
の
反
対
票
を
取
り
、
反
対
票
獲
得
者
の
ト
ッ
プ
の
座
を
し
と
め
た
。
そ

の
次
は
鉄
道
部
部
長
の
劉
志
軍
氏
の
２
１
１
票
、
中
国
人
民
銀
行
行
長
の
周
子
川

氏
の
１
５
６
票
で
あ
る
。
二
千
人
も
超
え
る
代
表
の
な
か
で
、
た
だ
数
百
の
反
対

票
で
は
な
に
も
な
ら
な
い
、
ま
た
た
い
し
た
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
中
国
人
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
一
大
事
件
だ
。
手
を
上
げ
て
、
賛
成
の

意
思
し
か
表
示
で
き
な
い
大
会
か
ら
、
反
対
票
が
出
る
ま
で
半
世
紀
以
上
も
か
か

っ
た
か
ら
だ
。
遅
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
反
対
票
を
投
じ
る
人
々
は
よ
う
や

く
一
票
の
本
当
の
意
味
を
理
解
し
、
ま
た
自
由
に
表
現
で
き
る
環
境
が
で
き
た
と

も
言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
を
知
っ
た
中
国
の
ブ
ロ
ガ
ー
た
ち
は
、
口
を
揃

え
て
、
喜
ん
だ
。
反
対
票
の
多
さ
の
順
番
を
み
る
と
、
中
国
の
人
々
は
政
府
が
こ

れ
ま
で
行
っ
た
教
育
政
策
、
交
通
政
策
、
お
よ
び
金
融
政
策
に
対
す
る
不
満
を
表

し
て
い
る
だ
と
言
う
。

　

自
由
に
表
現
で
き
な
い
中
国
の
人
々
に
と
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
真
の
民
主
意
識
の

芽
生
え
で
、
中
国
が
民
主
社
会
に
変
貌
し
つ
つ
あ
る
兆
し
で
も
あ
る
。
全
人
代
に

反
対
票
が
出
た
こ
と
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
こ
と
自
体
中
国
の
民
主
現
状
に
悲
し

む
べ
き
も
の
を
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
喜
び
を
感
じ
る
私
で
も
あ
る
。

全
人
代
か
ら
見
る
中
国
の
民
主
意
識
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★特集★

「格差社会と識字教育」
～アジア識字活動セミナーが開催されます～

日時：２００８年４月２６日（土曜日）午後１時－５時
場所：環境パートナーシップオフィス「エポ会議室」
　　　　〒 150-0001 東京都渋谷区神宮前 5-53-67　コスモス青山B2F
　　　　TEL：03-3406-5180 ／ FAX：03-3406-5064 
主催：国際識字文化センター（ＩＣＬＣ）
テーマ：「「格差社会と識字教育」ーＩＣＬＣアジア識字活動セミナの活動報告セミナーについて」
　　　　　　2007 年のＩＣＬＣ活動について、最近の映像を交えて、講演や討議を行う
目的：　ＩＣＬＣは 1997 年の設立以来、アジア地域の子どもや女性の人権・識字活動・環境問題、平和問題などに
おいて、多様な活動を推進してきていますが、世界的に貧困・格差や識字環境などはますます深刻化しており、識字
教育や人権・平和教育などはいずれの国々でも深刻な課題に直面している。ＩＣＬＣは、これまで南アジアを中心に
推進してきた識字教育や文化活動などをビデオを交えながら報告し、これをベースにグループ毎にテーマを設けて、
今後の方向性を策定する実践的なセミナーを開催致します。

報告事項と討議内容：
（１）女性と子どもの識字
　　　　ＩＣＬＣがこれまでに設置した少年・少女刑務所の４図書館活動の進捗と課題
　　　　2007 年３月には、ペシャワールにキラン図書館が設置された。
（２）環境と識字教育
　　　　カスールにおける環境教育・環境絵本の普及活動・環境教育教材制作プログラムなどについての報告
（３）カシミール平和絵本の共同制作
　　　　これまでにドラフト製作された３点の絵本紹介とこれからの方策
　　　　パレスチナ・アフリカ・北アジア・スリランカなど

* 会場にはＩＣＬＣの写真パネル・パンフレット（和文・英文・ハングル語）など関連資料など多数が展示されます。
　（絵本のドラフト、キラン図書館の資料、絵地図など）

参加費（資料代を含む）
　　ＩＣＬＣ会員：５００円　　一般：１０００円

連絡先：
国際識字教育文化センター（ＩＣＬＣ）事務局
電話：ファックス 03-5856-1 588
メール : iclc@iclc2001.org 
ＵＲＬ：http://www.iclc2001.org/

2007 年のＩＣＬＣ活動
［1月］ミャンマーにおける基礎教育活動 (2001 － 2007)　［3月］4館目のキラン図書館の設置（ペシャワール）3
館の図書館の訪問と討議内容・課題など　［4月］南インドのダリット女性を対象にした紙漉きプロジェクト、イン
ドのＮＧＯの絵地図分析ワークショップの開催、韓国のＮＧＯ、ソウルのスンミュン女子大学での絵地図分析ワーク
ショップ、戦中・戦後の子どもたちへのケアとしての絵本作り（シャンティなど）、アフガニスタン・カンボジアなど
の参加者を交えたワークショップ　［9月］国際識字の日の講演会（東都生協）　［10月］インドのラマチャンドラン
の招請と展示会（国連大学１Ｆ）の開催、協力団体（国際交流基金、講談社、二期リゾート）、Ａ・ラマチャンドラン
講演会の開催（中目黒ＧＴホール）　［11月］南アジアの次世代リーダー養成のセミナー（早稲田奉仕園＋国際交流基
金）において絵地図分析ワークショップの実施


